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人物書誌大系47

坪田譲治
　定価19,800円（本体18,000円＋税10％）
　ISBN978-4-8169-2926-7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冊

●近代日本児童文学の代表的な作家・坪田譲治
の没後40年を節目としてまとめられた、譲治
作品の全貌に迫る個人書誌の決定版です。

●「年譜」は、シリーズ初となる豊富な写真と共
に丁寧にたどる作家紹介となっています。

●「著作目録」では、今回新発見となる「小塔」
（雑誌『明治の女子』明治41（1908）年）をはじ
め、初出作品だけでも新潮社版『坪田譲治全
集』（1977～78）の4倍以上となる約2600作品を
収録しています。

●初収録、再掲載、同題異文、異題同文等の書
誌事項など、今後の坪田研究に資する成果を
記載しています。

山根 知子・鈴木 榮一 編
A5・480頁　定価19,800円（本体18,000円＋税10％）
ISBN978-4-8169-2926-7　2022年6月刊行

● 新発見資料を含む、個人書誌の決定版！ ●

人物書誌大系 47

坪田 譲治
■ 坪田 譲治　小説家・児童文学作家　1890～1982 ■

現在の岡山市に生まれる。
1908（明治41）年に、早稲田大学予科文学科に入学し、小説家
を志して小川未明に師事。

1926（大正15）年に初めての短篇集『正太の馬』を刊行。
1927（昭和2）年、鈴木三重吉主宰の児童雑誌『赤い鳥』に童話を
書き始める。

1935（昭和10）年、小説「お化けの世界」で文壇の注目を受け、
その後「風の中の子供」「子供の四季」などで作家としての地
位を確立。

1963（昭和38）年には童話雑誌『びわの実学校』を創刊し、松谷
みよ子、あまんきみこ等の児童文学作家の育成に尽力。

1964（昭和39）年、日本芸術院会員。
没後、1984（昭和59）年、岡山市により坪田譲治文学賞が創
設された。
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山根 知子　やまね・ともこ
ノートルダム清心女子大学文学部教授。博士（文学）。専門は日本近代文
学および日本児童文学。宮沢賢治学会、日本児童文学学会、日本キリス
ト教文学会、日本近代文学会所属。坪田譲治文学賞を運営する岡山市文
学賞運営委員。ノートルダム清心女子大学附属図書館「坪田譲治コレク
ション」担当。
著書に『宮沢賢治　妹トシの拓いた道―「銀河鉄道の夜」へむかって』
（朝文社）、『わたしの宮沢賢治　兄と妹と「宇宙意志」』（ソレイユ出
版）、共編著に『イーハトーヴからのいのちの言葉―宮沢賢治の名言集』
（角川書店）など。坪田譲治研究では、草稿研究、作品背景の調査研究、
キリスト教思想研究など、多数の作品論・作家論を発表。

鈴木 榮一　すずき・えいいち
1978年上智大学理工学部物理学科卒業。2002年岡山市役所入庁、デジタ
ルミュージアム開設準備室長として建築開館業務にあたる。2009～2022
年国崎クリーンセンター啓発施設・所長。2021年より兵庫県環境審議会
委員就任。坪田譲治研究会、「文学と岡山」製作委員会、環境学習施設を
考える会などの事務局を担当。

【編者プロフィール】



『人物書誌大系 47　坪田譲治』内容見本

「Ⅲ 著作目録」より

「Ⅱ 年譜」より

【人物書誌大系シリーズ】

人物書誌大系43　小川未明全童話　小埜 裕二 編
　A5・470頁　定価19,800円（18,000円＋税10％）　ISBN978-4-8469-2391-3　2012.12刊

人物書誌大系45　小川未明Ⅱ 全小説・随筆　小埜 裕二 編
　A5・530頁　定価19,800円（18,000円＋税10％）　ISBN978-4-8469-2609-9　2016.6刊


